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駒場 昭夫
(市民連合）

郷間 康久
（統一）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
勧
告
、
公
契
約

条
例
の
必
要
性
）
②
セ
ル
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
等
の
現
状
③
平
石
地

区
の
地
域
内
公
共
交
通
の
あ
り
方

④
土
砂
災
害
対
策
⑤
行
政
に
お
け

る
婚
活
支
援
⑥
困
窮
家
庭
向
け
の

学
習
支
援
事
業
⑦
特
殊
詐
欺
対
策

⑧
寄
贈
図
書
の
活
用

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
合
併
市
町

村
基
本
計
画
の
推
進
、
自
治
体
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
取
り

組
み
ほ
か
）
②
地
域
活
動
の
課
題

と
支
援
（
地
域
で
自
由
に
使
え
る

場
所
の
確
保
ほ
か
）
③
女
性
が
も

っ
と
活
躍
で
き
る
社
会
の
構
築

④
手
話
の
普
及
促
進
⑤
雨
水
の
有

効
利
用
の
取
り
組
み
⑥
教
育
行
政

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
第
２
次
宇
都
宮
市
食
品
安
全
推

進
計
画
②
第
２
次
宇
都
宮
市
国
際

推
進
計
画
③
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
啓

発
活
動
④
市
民
へ
の
お
も
て
な
し

の
向
上
策
（
接
遇
に
関
す
る
改
善

ほ
か
）
⑤
無
電
柱
化
の
取
り
組
み

⑥
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導

入
予
定
ル
ー
ト
⑦
防
災
訓
練
⑧
涙

活
⑨
動
物
の
殺
処
分
問
題

木村 由美子
（公明党）

荒木 英知
（統一）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
中
学
校
の
学
校
図
書
②
民
謡
民

舞
・
和
楽
器
を
採
用
し
た
授
業
の

推
進
③
懲
戒
処
分
④
庁
内
の
整
理

整
頓
⑤
レ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
推
進

⑥
市
民
要
望
等
の
業
務
の
引
き
継

ぎ
⑦
公
会
計
⑧
Ｌ
Ｒ
Ｔ 

遠藤 和信
（環境）

発
達
障
が
い
児
・
者
へ

の
支
援
拡
充
を

ミ
ヤ
リ
ー
を
も
っ
と

活
用
し
市
の
Ｐ
Ｒ
を

中
学
生
の
ネ
ッ
ト
依
存

教
育
行
政
の
対
応
は

斉藤 さちこ
（びじょん）

求
職
者
支
援
制
度
の

周
知
拡
大
を

問　

求
職
者
支
援
制
度
は
、

雇
用
保
険
が
受
給
で
き
な
い

求
職
者
な
ど
が
職
業
訓
練
に

よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
早
期
に
就
職
を
目
指
す
た

め
の
制
度
で
あ
り
、
生
活
保

護
受
給
者
を
減
ら
す
効
果
な

ど
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

市
の
窓
口
で
説
明
や
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
制
度
の
周
知
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
職
業
訓
練
の
受
講

生
の
人
数
枠
増
加
を
国
に
要

望
し
て
は
。

答　

求
職
者
支
援
制
度
は
、

栃
木
県
労
働
局
が
民
間
事
業

者
を
活
用
し
、
実
施
し
て
い

る
事
業
で
あ
る
が
、
市
で
は
、

本
庁
１
階
に
開
設
し
て
い
る

「
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
労

支
援
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
相
談

に
来
た
市
民
の
状
況
に
応
じ

て
制
度
を
案
内
す
る
ほ
か
、

広
報
紙
に
制
度
周
知
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
就
労
支
援
の

制
度
に
つ
い
て
市
の
制
度
の

ほ
か
、
国
・
県
が
実
施
し
て

い
る
制
度
に
つ
い
て
も
周
知

を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

周
知
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
受
講
者
の
人
数
は

県
内
の
状
況
を
勘
案
し
て
目

標
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

増
加
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
求
職
者
の
状
況
な
ど

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
路
線
計
画

下
平
出
駅
の
位
置
を

再
検
討
せ
よ

問　

新
し
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
予

定
ル
ー
ト
概
略
図
で
は
、
下

平
出
停
留
場
が
平
石
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
他
に

移
動
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

変
更
は
平
石
地
区
住
民
の
生

活
実
情
を
全
く
無
視
し
た
も

の
で
あ
り
、
早
急
な
再
検
討

を
求
め
る
。
ま
た
、
住
民
に

は
い
つ
頃
説
明
す
る
の
か
。

答　

宇
都
宮
向
田
線
と
新
４

号
国
道
と
の
交
差
部
は
、
交

通
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た

箇
所
で
あ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
宇

都
宮
向
田
線
を
通
過
す
る
条

件
で
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
た
結
果
、
交
差

点
改
良
や
信
号
制
御
の
最
適

化
な
ど
を
施
し
た
場
合
で
も
、

交
差
点
の
容
量
を
大
き
く
超

え
る
交
通
量
が
発
生
し
、
現

状
よ
り
も
大
幅
に
混
雑
す
る

と
予
測
さ
れ
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
や
交
通
管
理
者
、
道
路
管

理
者
と
の
協
議
な
ど
を
踏
ま

え
、
宇
都
宮
向
田
線
と
新
４

号
国
道
交
差
部
の
南
側
に
あ

る
盛
土
部
分
を
通
過
す
る
ル

ー
ト
を
有
力
な
案
と
し
て
、

示
し
た
。

　

下
平
出
停
留
場
は
、
ル
ー

ト
の
変
更
に
伴
い
、
平
石
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
南
に

約
400
ｍ
離
れ
た
平
石
中
央
小

学
校
周
辺
に
移
動
し
た
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
位
置
は
、

今
後
、
利
用
者
の
利
便
性
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
年
末

か
ら
年
度
末
に
か
け
て
地
域

に
説
明
し
、
意
見
を
聞
き
な

が
ら
固
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
少
子
・
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

に
向
け
た
都
市
経
営
②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
向
け
た
対
応
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
自
治
体
の
構
築
③
公
会
計
の
導

入
と
公
共
施
設
管
理
④
情
報
端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
活
用
と
テ
レ
ワ

ー
ク
の
推
進
⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
等

の
健
全
化
と
活
用
の
あ
り
方
⑥
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
（
父

子
福
祉
資
金
貸
付
事
業
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
）
②
人
口
減

少
問
題
へ
の
取
り
組
み 

③
施
設
の

維
持
管
理
（
市
道
の
維
持
管
理
、

設
備
の
更
新
・
修
繕
）
④
教
育
行

政
（
児
童
生
徒
の
机
、
教
職
員
の

服
装
、
水
筒
の
持
ち
込
み
）

新
制
度
を
創
設
し
て

歴
史
的･

景
観
的
建

造
物
の
保
存
活
用
を

問　

宇
都
宮
市
と
ミ
ヤ
リ
ー

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
に

設
置
さ
れ
て
い
る
大
谷
石
造

り
の
餃
子
像
は
、
場
所
が
分

か
り
づ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
場
所
を
移
転
す
る
と
と

も
に
、
ミ
ヤ
リ
ー
像
を
大
谷

石
で
作
製
し
肩
を
並
べ
る
よ

う
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

②
等
身
大
の
ミ
ヤ
リ
ー
人

形
を
本
庁
・
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
玄
関
に
設
置
し
、

来
訪
者
の
お
出
迎
え
を
し
て

は
ど
う
か
。

答　

①
餃
子
像
は
、
市
の
貴

重
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
多
く

の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

が
、
「
よ
り
分
か
り
や
す
い

場
所
へ
移
転
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
へ
の
対
応
や「
餃

子
の
ま
ち
宇
都
宮
」の
更
な

る
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
へ
の
移

動
に
向
け
て
、
所
有
者
で
あ

る
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
や
関
係
団
体
な
ど

と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ミ
ヤ
リ
ー
像
の
設
置
は
、

素
材
に
大
谷
石
が
適
し
て
い

る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

②
お
も
て
な
し
の
向
上
と

ミ
ヤ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
等
身
大
の
人

形
の
設
置
も
含
め
各
施
設
に

ふ
さ
わ
し
い
活
用
手
法
や
サ

イ
ズ
や
設
置
場
所
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

発
達
障
が
い
児
・
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

で
把
握
し
て
い
る
発
達
障
が

い
児
の
人
数
と
推
移
は
。

　

②
発
達
障
が
い
の
早
期
発

見
の
機
会
と
し
て
、
健
診
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
今

後
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
医
師
の

診
察
に
つ
な
げ
る
問
診
を
行

う
保
健
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
取

り
組
み
は
。

答　

①
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
の
医
師
の
診
察
に
よ
り
発

達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
た
子

ど
も
は
、
23
年
度
は
324
人
、

24
年
度
は
487
人
、
25
年
度
は

519
人
と
、
年
々
増
加
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

②
保
健
師
や
心
理
相
談
員
、

保
育
士
が
、
行
動
観
察
や
相

談
な
ど
を
行
い
、
医
師
の
診

察
と
あ
わ
せ
て
、
総
合
的
に

子
ど
も
の
育
ち
を
判
断
で
き

る
よ
う
体
制
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
、

幼
児
健
康
診
査
票
へ
の
発
達

障
が
い
に
関
す
る
設
問
の
追

加
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
保
健
師
が
、
問
診

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

手
引
き
の
整
備
や
、
発
達
障

が
い
や
相
談
に
関
す
る
研
修

を
実
施
し
、
保
健
師
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
健
康
診
査
の
充

実
と
職
員
の
人

材
育
成
を
図
り

な
が
ら
発
達
障

が
い
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
く
。

問　

中
学
生
の
ネ
ッ
ト
依
存

に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
子
ど
も
達
に
と
っ
て
携

帯
電
話
な
ど
は
手
放
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
ネ

ッ
ト
依
存
や
ネ
ッ
ト
犯
罪
な

ど
の
社
会
問
題
に
対
し
、
市

の
教
育
行
政
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
対
応
し
て
い
る
か
。

　

②
「
ス
マ
ホ
を
使
う
た
め

の
18
の
約
束
」
を
参
考
に
し

て
は
ど
う
か
。

答　

①
市
で
は
「
宮
っ
子
す

く
す
く
ノ
ー
ケ
ー
タ
イ
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
の
充
実
や
、
保
護
者

へ
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
達

の
携
帯
電
話
な
ど
の
所
持
率

は
上
昇
し
て
お
り
、
生
活
習

慣
の
乱
れ
や
学
力
低
下
に
つ

な
が
る
ネ
ッ
ト
依
存
な
ど
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

学
校
、
家
庭
、
市
教
育
委
員

会
が
一
体
と
な
っ
て
早
急
な

取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
、
各
家
庭
が
足

並
み
を
そ
ろ
え
、
責
任
を
も

っ
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
学
校
に
お
け
る

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員

会
と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど

が
連
携
し
て
、
家
庭
の
ル
ー

ル
づ
く
り
の
指
針
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
共
同
宣
言
を
作
成

す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

　

②
「
ス
マ
ホ
を
使
う
た
め

の
18
の
約
束
」
は
、
家
庭
で

の
ル
ー
ル
が
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
共
同
宣
言
の
作
成
な

ど
の
参
考
に
し
て
い
く
。

問　

歴
史
的
・
景
観
的
建
造

物
の
保
存
と
活
用
を
図
り
、

都
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
、
安
全
確
保
を
前
提
に
、

建
築
基
準
法
の
適
用
を
除
外

す
る
新
た
な
制
度
を
創
設
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

①
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行

い
、
そ
の
結
果
は
。

　

②
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存

と
活
用
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

①
こ
れ
ま
で
361
棟
の
大

谷
石
建
造
物
の
状
況
や
他
都

市
の
先
進
事
例
の
調
査
、
有

識
者
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
谷
石
建
造

物
の
防
火
や
避
難
の
安
全
性

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
技
術

的
に
可
能
だ
が
、
構
造
に
つ

い
て
は
、
大
谷
石
独
特
の
外

観
を
損
な
わ
ず
、
か
つ
多
額

の
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
技

術
的
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

歴
史
的
建
造
物
の
構
造
や
保

存
活
用
に
詳
し
い
県
建
築
士

会
や
景
観
整
備
機
構
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
対
応
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　

②
大
谷
石
建
造
物
は
、
市

の
重
要
な
景
観
資
源
で
あ
り
、

保
存
と
活
用
に
は
、
歴
史
・

景
観
上
の
評
価
や
所
有
者
の

合
意
形
成
が
必
要
な
た
め
、

所
有
者
の
意
向
調
査
や
詳
細

な
実
態
調
査
な
ど
を
行
っ
た

上
で
、
保
存
と
活
用
に
向
け

た
具
体
的

な
制
度
に

つ
い
て
検

討
し
て
い

く
。

▲移転前の餃子像

▲みやハローワーク
　就労支援コーナー

▲大谷石蔵を活用した店舗


